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第４章 ライフステージ別課題と健康づくりの方向性 

１ 問題分析、施策立案の方法 

 

  清川村健康増進計画･食育推進計画推進協議会にライフステージ別の作業部会を

設置し、ライフステージごとの問題分析、課題整理を行い、健康づくりの方向性を

明らかにするとともに、施策案の整理・優先順位づけ、主要施策の立案を行いまし

た。 

  作業部会は「こども部会（乳幼児期、学童期、思春期）」「おとな部会（青年期、

壮年期、高齢期）」の 2 つのグループとしました。グループメンバーは「こども部

会」では村民代表 2 名、村関係団体として民生委員児童委員協議会（児童委員）、

青少年指導員連絡協議会（協議会委員）、保健福祉関係者として厚木保健福祉事務

所保健福祉課（管理栄養士）、村子育て健康福祉課 2 名。「おとな部会」では村民代

表 2 名、村関係団体として食生活改善推進団体もみじ会、保健福祉関係者として社

会福祉協議会、村子育て健康福祉課 2 名、行政栄養士で構成しました。 

  グループワークは全 3 回実施しました。１回目はアンケート調査結果の報告を

聞き、それに基づき討議しました。2 回目はグループワークメンバーが自由に発言

し、発言内容をカードに記録して問題点・課題の洗い出しを行いました（ブレーン

ストーミング）。その後、発言内容のカードを要因関連図に整理。そして第 3 回目

では、要因関連図の問題点・課題の原因と結果、対策の方向性、などから、望まれ

る施策案のリストアップを行いました。しかしながら施策案は、各グループとも多

岐にわたり実現が困難なものも含まれること、また多数の施策を同時に行うことは

人的・予算的にも困難であるため、優先順位づけを行いました。この際、第 2 期計

画の事業も含めて、優先施策を抽出しました。これに基づき、優先順位の高い主要

施策についての計画立案等を行いました。 

 

作業部会（グループワーク）の実施日程 

回 実施内容 こども部会 おとな部会 

第１回 アンケート調査報告・討議 7 月 22 日（月） 

第２回 ブレーンストーミング（問題点・課題の洗い出し） 8 月 5 日（月） 

第３回 施策優先順位づけ、計画策定 9 月 19 日（木） 
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２ 課題分析の結果（要因関連図） 

（１）こども部会（乳幼児期、学童期、思春期） 

        タイトル「今こそ健康への関心を高めよう」 

乳幼児期、学童期、思春期の健康課題を分析し、健康づくりの方向性を議論しま

した。その結果、「運動」、「食」、「食育」の問題が大きく、その背景として「ネット

利用」、「ストレス」、「見た目が気になる」、「タバコ、薬物」などの意識の問題があ

り、その原因は「健康に無関心」にあると結論づけられました。課題分析の結果、

こども部会の健康づくりの方向性として「今こそ健康への関心を高めよう」とのタ

イトルがつけられました。 

① 「運動」について 

こどもたちの運動に関しては「室内で遊ぶ」ことが多い、外に出たとしても「公

園でゲームをしている」その結果、「運動不足」になっています。また、暑くて外

で遊べないなど「運動しにくい」環境があるとの意見が出ました。特に新型コロ

ナウイルス感染症対策で他人との接触が制限された影響がいまだに続いている

ことが懸念されました。一方で、「運動したい子が多い」ため、「運動の機会を作

る」、「せせらぎ館を開放する」、「体育館を開放する」などの対策が必要と議論さ

れました。また、運動しにくい背景として「子どもが減っている」ことも関わっ

ているという意見が出ました。 

② 「食」について 

   こどもたちの食に関しては、「朝食を摂らない」子がいる、「主食・主菜・副菜

を揃えていない」、「総菜の利用が多い」、「おやつの摂りすぎ」、「おやつに配慮し

ていない」「野菜を摂らない子が多い」などの問題が挙げられました。また「塩

分を気にしない」子が多いことから、「塩分について啓発する」必要があるとい

う意見が出ました。 

③ 「食育」について 

「食」の問題に対しては、食育の取り組みが重要であるという意見が出ました。

こどもたちの農業体験が少なくなっているので「農業体験が必要」。食材などを

「自分で買う体験」で食への興味を持たせる。「学校での食育」が大事と議論され

ました。また、学童保育で持参する昼食が、カップラーメンのみという児童が複

数いたという事実から、児童や保護者への働きかけが必要という意見が出ました。 

④ 「ネット利用」について 

現在では、小さいうちから「子どもがネットを使える」という環境にあり、こ

れには良い面も悪い面もあることが議論されました。「子どもがコンテンツを選

べる」ことから不適切なサイトが閲覧できる問題、興味をそそる内容が多く「ネ

ット利用時間が長い」、「ネットは影響が大きい」ことが課題として挙げられまし

た。一方でネットを利用できなくするなどの逆行は困難なことから、「ネットの

有効活用を図る」ことが大事と結論づけられました。 
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⑤ 「ストレス」について 

特に思春期は「ストレスが多い」、学童期では「自己肯定感が低い」などの問題

があるという意見が出ました。ネットとの関連では「ネットがストレス解消法に

なっている」との良い面もある反面、「睡眠不足も多い」問題ともつながっている

という意見が出ました。 

⑥ 「見た目が気になる」について 

「歯並びが気になる」子が多い、学童期、思春期の女子では、現在やせている

のにさらにやせたいという「やせ願望が強い」ことが問題として挙げられました。

これはネット利用とも関連し、他者からの見た目を必要以上に気にしているので

はないかという意見が出ました。 

⑦ 「タバコ、薬物」について 

学童期男子では「喫煙意欲が高い」ことが問題という意見が出ました。薬物に

ついて知らない子が多く「薬物意識が低い」一方、比較的容易に「薬物が買える」

状況もあることから、「薬物教育」が重要と議論されました。 

⑧ 「健康に無関心」について 

学童期では以前から健康に気をつけない子が多い、思春期では以前に比べて健

康に気をつけなくなった子が多くなったなど「健康に無関心」であることが課題

として挙げられました。「メタボを知らない」子が圧倒的に多く、前々回調査、前

回調査に比べて激増していることが指摘されました。これは以前に比べてマスコ

ミで話題として取り上げることが少なくなったことも要因ではと議論されまし

た。また、コロナ禍で感染症対策が大きく取り上げられ、健康増進への志向が減

少し「健康意欲が低下」したのではないかという意見が出ました。 

「健康に無関心」なことが、「食」、「食育」などへの意識の低下にも結びついて

いることが課題として浮かび上がってきました。 

 

 

 

 

  

こども部会（乳幼児期、学童期、思春期）「今こそ健康への関心を高めよう」

運動 食 食育

ネット利用

健康に
無関心

ストレス

見た目が
気になる

タバコ、薬物

室内で遊ぶ

運動の機会
を作る

運動したい
子が多い

運動しにくい

体育館を
開放する

せせらぎ
館を開放
する公園でゲー

ムをしている

運動不足の
子が多い

子どもが
減ってい
る

ネット利用時間
が長い

ネットの有
効活用を図

る

子どもがネット
を使える

子どもがコンテ
ンツを選べる

ネットは影
響が大きい

睡眠不足が多い
自己肯定感が

低い

ストレスが多い ネットがストレス解
消法になっている

塩分を気にし
ない

朝食を摂らない

野菜を摂らな
い子が多い

塩分につい
て啓発する

おやつの摂りす
ぎ

おやつに配
慮していない

主食・主菜・副
菜を揃えていな

い

総菜の利用が
多い

やせ願望
が高い

歯並びが
気になる

自分で買う体験

農業体験が必要

学校での食育が
大事

学童の昼食に配
慮が不足

薬物意識
が低い

薬物教育が
必要

喫煙意欲
が高い

薬物が買える

健康意欲が低
下している

健康に無関心

メタボは知ら
ない子が多い
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こども部会（乳幼児期、学童期、思春期）テーマ「今こそ健康への関心を高めよう」

室内で遊ぶ
●友達や兄弟と室内
で遊ぶことが増えて
いる

●運動したくても友達
や兄弟と室内で遊
ぶことが増えている

●ゲームやスマホで室
内で遊ぶことが増え
ている

睡眠不足
●就寝時間が遅くなっている
●就寝時間は午後10時台、
11時台が増えている
●学童期で睡眠不足の傾向
●スマホ・タブレット等の使用
時間が関係しているのでは

●スマホ・タブレット利用が増
え、就寝時間が遅れる
●学童期でほしい健康情報は
「すいみんについて」が多い

やせ願望が高い

塩分を気にしない
●塩分を気にしていない人
が多い

●塩分を気にしない人が半
数以上いる

●塩分への意識が低い

●塩分に注意する人が減っ
ている

●村では味が濃い家が多い

●家庭の味が塩分濃いめ

●カップ麺で塩分過多

●赤いきつねスープまで飲む
と塩分6.6gと成人女性1
日分を超えてしまう

●インスタントの味に保護者
世代が慣れているので、薄
味にできない

●かつて減塩の取り組みを
発表する場があったが、な
かなか集まらない

薬物意識が
低い

●薬物につい
て知らない子
どもが多い
●薬物への意
識が低い
●SNSで情報
入手-危険を
知らない

歯並
びが
気に
なる
※歯並
びが
気に
なる子
が多
い

自分で買う
体験

○子どもたちが
クリエイトでの
買い物を楽し
みにしている

※昔、小学校に
購買があった

朝食を摂らない
●思春期で朝食を
毎日食べる人が他
の年代より少ない

●思春期で朝食をほ
とんど食べない子
が1割いる

◇朝食の摂取につい
て学童期以前の食
育が大事

薬物
教育
○中学
校で
薬物に
ついて
の劇
があっ
た

子どもが
減っている
●子どもの数
が減ってい
る

●令和4年か
ら出生数が
ひと桁

●幼稚園は
全学年で
10人ちょっ
としかいな
い

自己肯定感が低
い

●小学生女子の自己
肯定感が低い

●学童期で自分は大
切にされていると思
わない子が多い

●他人と比べる機会
が増えた

◇自己肯定感を高め
る取り組みが必要

運動の機
会を作る
◇学校では
ない交流で
きる場があ
るといい

◇運動を
もっとした
い人向け、
減らしたい
人向け等
対象者に
合わせた
取り組み
ができると
いい

◇土日に親
子が参加
できるイベ
ントがある
といい

ストレ
スが多
い

●思春
期のス
トレス
は進路
や将来
への不
安が
多い

ネットがストレ
ス解消法

○動画や書き込み
を見ることでスト
レス解消になる

○ネットやゲーム
がストレス解消
法になっている

○SNSは共感で
きることでストレ
ス解消になる

農業体験が必
要

●農業体験が激減
している

●土地がない

●ヤマビルが出る

●畑を一からやるの
は困難

○学童クラブで育て
たミニトマトはこど
もたちがおいしい
と言って食べてい
る

○幼稚園でゴーヤ、
なす、ピーマンを育
てて園児が食べて
いる

○本計画でプラン
ターでトマトづくり
をやったことがある

○かつてサツマイモ
畑をやっていた

◇育てて食べる体験
が必要

◇学童期のうちから
農業体験を取り入
れる

◇JAとコラボして食
育の取り組み

野菜を摂
らない子
が多い

●思春期で
野菜をほと
んど食べな
い子が多い

●思春期は
野菜をほと
んど食べな
い子が1割
と多い

運動したい子
が多い

○学童期で運動を
もっとしたい子が
多い

運動しにくい
●遊ぶ時、集まれる
子が近くにいない

●暑くて外で遊べ
ない

●今夏暑すぎて外
出できない

●心置きなく遊べ
る場がない

●運動したくても
時間がない

●放課後教室に参
加しない子が多い

学校での食
育

○学校の家庭
科でごはんと
みそ汁を作る

○ゆでやさいの
宿題

学童の昼食
●学童のお昼と
してカップラー
メン+おにぎり
が多い

◇学童クラブで
の給食の取り
組みが必要

塩分について啓発する
◇塩分について子どものころ
から啓発する

◇減塩の取り組みをするとい
い

◇カップ麺のスープは残す取
り組みが必要

◇野菜本来の味を体験でき
ると塩分減少につながる

おやつの
摂りすぎ
●夕食の前に
おやつを食
べてしまう

おやつに
配慮してい
ない

●5割がおや
つの量に配
慮している

●おやつの回
数が多い

●おやつでカ
ロリー、産地
は気にして
いない

主食・主菜・副
菜を揃えない
●主食・主菜・副菜を
揃えている割合が
低い

●主食・主菜・副菜を
揃えにくい事情が
あるのでは

●主食・主菜・副菜を
揃えることに関心
がないのでは

総菜の利用が
多い

●学童期は週に3～
6回総菜利用が多
い

●思春期は週に3～
6回総菜利用が多
く利用頻度が高い

喫煙意欲が
高い

●学童男子で、
「友だちにすす
められれば吸う
かもしれない」
が多い
◇禁煙教育は少
年期からのアプ
ローチが必要

体育館の
開放

◇村の体育館
の開放日が
あるといい
◇土日に親子
が参加でき
るイベントが
あるといい
◇体育館をエ
リア分けし、
本気で運動
するスペース、
ゆるく運動
できるスペ
ースにする

◇体育館を開
放し、夕方
から自由に
遊べる日が
あるといい

せせらぎ館
の開放

◇せせらぎ館
平日16～
18時卓球台
が使えるの
で、児童館
的な利用が
できるといい

◇せせらぎ館
を自由に開
放できる日
があるといい

◇せせらぎ館
で親子単位
でできるモ
ルック、ボッ
チャ大会を
やる日が
あってもいい

運動 食 食育

ネット利用

ストレス

凡例
●問題点

○良い点

・どちらでもない点

◇改善策

●女子は食べると
太るからと給食を
残す子が多い

●まわりの目が気
になるから食べ
ない

●やせ願望はスマ
ホ・タブレットの普
及が影響してい
るのでは

●小学生低
学年からや
せを意識す
る子が多い

●学童期の4
割がやせて
いるのにさ
らにやせた
いと思って
いる

●思春期のやせ
願望が強い

●思春期で、やせ
ているのにやせ
たい子が多い

●思春期の女子
の6割がやせて
いるのにさらに
痩せたいと思っ
ている

見た目が気になる

タバコ、薬物

健康に無関心

健康意欲が
低下

●コロナ禍で健
康増進への意
識が低下した
のでは

◇アフターコロ
ナで改めて健
康増進の普及
啓発が必要

健康に
無関心
●学童期
は以前か
ら健康に
気をつけ
ていない
子が多い

●思春期
は以前に
比べ健康
に気をつ
けなく
なった子
が多い

●学童期
はほしい
健康情
報が特に
ない子が
多い

メタボは知ら
ない

●学童期の8割
がメタボを聞
いたことがない

◇メタボについ
て継続した普
及啓発が必要

ネット利用時間が
長い

●思春期でネット利用
2時間以上が多い
●全体的にネット利用
時間が増加している
●タブレットを2時間以
上平気で使っている

●スマホの長時間使用
で視力の低下が心配
●スマホ、タブレットを
見るとき目の近さが
気になる
●通信オンラインゲー
ムは抜けづらく長時
間やってしまう

◇動画視聴時間を意
識すべき
◇タブレット使用時間
制限が必要

ネットの有効活用
○SNSの利用により将
来や進路についての
情報が簡単に入手
できる

◇1人1台タブレットを
持っている時代だか
ら上手な活用を考え
るべき

◇スマホ、タブレットの
上手な活用の仕方
が必要

◇SNSや動画等を活
用した普及啓発なら
見てもらえる

子ども
がネッ
トを使
える

・子どもの
ネット利
用が増
えている

・3歳でダ
ウン
ロードボ
タンを
知って
いる

・子どもが
音声入
力でス
マホ・タ
ブレット
を使う

子どもが
コンテン
ツを選べ
る

●YouTube
等好きなも
のを子ども
が選べる
のが心配

●YouTube
等子ども
がみたいも
のを見る。
保護者の
コントロー
ルが効か
ない

●親が見る
とタブレット
を隠す

公園でゲーム
・子どもたちがゲームを
持ち寄り、公園にいる

ネットは影響が大
きい

・ネット利用は悪い影響
も良い影響も大きい

薬物が買
える

●新宿では
明るいうち
から薬物売
人がいる

●新宿にバス
+電車で行
けてしまう

運動不足
●運動の頻度が以前
に比べ低くなっている

●運動不足が心配
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おとな部会（青年期、壮年期、高齢期）テーマ「健康意識の改善は健康な食生活から」

家でできる体操を普
及

○意識の高い人は家の中で
できる運動をやっている

◇家にいてもできる体操を知
りたい

◇膝痛体操を知りたい

◇腰痛体操を知りたい

◇運動PR動画があるといい

日常的な運動
をする
◇自分でできる身
体活動の増やし
方を考える

◇日常での効率的
な身体の動かし
方（ながら体操）

◇ストレッチも大事

運動仲間が必要
●高齢女性で運動仲間がい
ない人が多い

●男性は一人で黙々やりた
い人もいる

◇運動仲間を作る

◇定期的に運動を続けるた
めに仲間づくりをする

○運動しながら会話もでき、
一石二鳥

◇壮年期のコミュニティがあ
るといい

運動施設が必要
◇運動施設を自由開放する

◇若い世代にはジムのような
施設が必要

運動しない人
が多い

●座りっぱなしの
人が多い

●歩くことが減った

●運動していない
人が多い

●運動習慣がない
人が多い

●壮年期で運動習
慣がない人が多
い

●壮年期の運動頻
度が少ない

●畑仕事が運動だ
と話す人が多い

会話が
ない
●家にい
ても誰
とも話
さない

●会話し
ないと
ボケる

閉じこもり
●男性は閉
じこもって
いる
●コロナの
影響で人
との交流が
少なくなっ
ている
●閉じこもり
の人は誘っ
ても拒否さ
れる

男性の参加
●男性の参加が少ない

○男性は筋肉に興味がある

○筋トレなら男性が興味を持
つ

◇教室ではなく筋トレ測定会
にする

◇煤ケ谷運動会の時に筋力
の話をする

◇体力測定会も男性がたく
さん来る 他者の意見を受

け入れにくい人
がいる

●がんこな高齢者が
多い
●これからは好き勝手
に生きたいと話す高
齢者が多い
●家族の言うことは聞
かない
○家族以外なら言うこ
とを聞く
◇固定観念を持って
いる人には固定観
念の弱い人から言っ
てもらう
◇だましてでも連れて
行って意識改革をする

ラジオ体操
◇サロンでラジオ体操を続ける

◇ラジオ体操を各地区でやる

◇ラジオ体操マップを作る

◇ラジオ体操の人形を買って
貸し出す

◇休日だけでも村内にラジオ
体操が流れるとうれしい

施設改善
◇膝痛予防のため運動公園の
地面をクッション入りにする

自立した事業
◇行政に頼らず自
立してやっていけ
る内容がいい

健康器具を活
用する

○公園に健康器具
がある

◇健康器具講習会
なら男性が来る

◇青龍祭の時に健
康器具の説明を
する

◇笑顔の会で健康
器具の使い方を
教える

◇健康器具の使い
方を動画にして
ホームページに
アップする

○荻野運動公園に
は村の倍以上の
健康器具がある

◇村の健康器具を
増やしてほしい

◇地区ごとの公園
に健康器具を置
く

◇駐車場に健康器
具を置く

食生活

高齢者
が多い
●高齢
者が多
い

運動

凡例
●問題点

○良い点

・どちらでもない点

◇改善策

健康意識

高齢者の問題

外出させる
●地域老連やサロ
ンなどの参加者
は同じ顔ぶれ

○外出する人は健康

○100歳体操の
動画に男性が
20人来た

○脳活で男性が
生き生きしている

◇サロン測定会に
来て栄養の話を
聞いてほしい

◇サロンマップを
作る

◇地域活動の詳し
い情報を提供す
る

スマホが
使えない
●スマホが使
えない高齢
者が多い

健康情報
を提供する
◇新聞に折
り込みして
情報提供
する

◇繰り返しア
ナウンスさ
れることで
関心が強く
なるので同
じことを何
度も伝える

◇防災無線
で健康情
報を流す

◇脳活の時
に健康情
報の映像
を流す

健康意識
が低い
●健康への
関心が薄
い

●いざという
ときは薬を
飲めばい
いと思って
いる人が
多い

●気にして
いないとい
けないのは
若い人

◇青年期・
壮年期の
頃から健
康につい
て意識づ
けをする

健診を
受けない
●忙しくて
健診を受
けられな
い人が多
い

●壮年期
でがん検
診未受診
が4割い
る

●歳だから
と健診を
受けない
人が多い

◇通院と健
診では内
容が違う
ことを伝
える

飲酒習
慣

●お酒を飲
む男性が
多い

飲酒量
●摂取ア
ルコール
量が増え
ている

喫煙
●青年期
の女性
で、たば
こをやめ
る気がな
い人が
多い

若者
への
健康
教育
◇20代、
30代
向け
に健
康教
育をす
る

◇地域
で勉
強会
をする

◇地区
ごとで
若いう
ちから
勉強
する

病気体
験

●痛い思
いをしな
いと分
からな
い

◇痛い思
いをした
人に体
験談を
話しても
らう

●痛い思
いの体
験談講
演会に
来てくれ
る人が
少ない
のでは

野菜を摂
る

◇生野菜を
摂取する

糖分量を
知らせる
◇見えない
糖分量を
知る

◇パル
スィート、ら
かんかな
ど糖分ゼ
ロ商品の
情報を伝
える

◇イベント
時に果物、
アイスなど
の糖分量
を測る
コーナー
を作る

塩分量を知
らせる

○塩分量は成
分表に書いて
ある

◇見えない塩分
量を知る

◇塩分量を自分
で測ってみる

◇塩分が少ない
ものを教える

◇イベント時に
塩分を測って
みようコーナー
をつくる

◇やまびこマラソ
ンの時に、みそ
汁試飲をする

◇蒸し料理を考
案する

◇昆布、かつお
だしに使った
後取り出さず
そのまま食べ
る

◇家庭で掲示
できるものを
作る

◇他の家と自分
の家の味を比
較できる場が
あるといい

◇みそ汁の飲み
比べをする

朝ごはん
欠食

●青年期で
朝ごはん欠
食が多い

●壮年期で
朝ごはん欠
食が多い

●青年期、
壮年期で
朝食を摂
らない人
が多い

●高齢者で
朝ごはん
を食べな
い習慣の
人がいる
（ブラン
チ）

塩分が多い
●塩分摂取を気に
していない人が
多い

●塩分を摂りすぎ
ている

●塩分摂取量が多い

●塩分摂りすぎ

●海外より日本の
塩分基準が高い

●塩分量5gは厳し
い

●高血圧の人は塩
分が多い

●自分の味付けが
どうなのかわから
ない

●自分の食事は塩
分が多いかわか
らない

●味覚はなかなか
変わらない

●失所に住んでい
る祖父母の味が
子どもの味になる

●味付けをすぐに
変えるのは難しい

外食できる場
◇高齢者が外食でき
る場を増やす

添加物を
気にしな
い

●添加物等
への意識
が低下し
ている

サプリが
多い

●サプリメ
ントを飲
む人が多
すぎる

食事時間
が不規則
●男性の食
事時間が
不規則

生鮮食材が
入手しにく
い

●高齢者はクリ
エイトで買う

●食材を買える
店が少ない

●買える場所
が少ない

●生鮮食品を
売っている場
所がない

●クリエイトに
生鮮食材が
少ない

◇クリエイトで
買える食材の
選び方を伝え
る

イベントに合わ
せて啓発

◇運動講座に合わせ
て栄養の話も入れる

◇イベントに乗っかり
健康食を啓発する

◇やまびこ館開放
デーに食生活改善
を働きかける

食の意識
が低い
●食につい
ての意識
が低い

●食につい
て何も考え
ていない

●若いとき
頑張った
から、70
代、80代
になると好
きに食べ
たいと思う
人が多い

●歳だから
と食事改
善をしない
人が多い

食の情報
の偏り
●食につい
ての情報
が偏って
いる

みんなと食べる
○みんなで食べると
おいしい
◇みんなで「おいしい
ね」と声をかけ合い
食べる

●みんなで食べると
たくさん食べる

たんぱく
質を摂る
●たんぱく質
を摂ってい
ない

●3食たんぱ
く質を摂る
食べ方が
わからない

●メタボ指導
されていて
75歳に
なったから
たんぱく質
を摂るよう
に言われて
もまごつく

◇筋肉の話
から食べ物
の話をする

梅干し
●梅干しとごはん
だけの人がいる

●梅干しは塩分が
高い

食材の量
が多すぎ
る

●キャベツ1
玉を買っ
ても使い
きれない

少食
●食が細く、1
回の食事で
必要量を食
べきれない
人がいる

おやつが
多い

●おやつの量
が多い

●おやつを
摂っている

●果物を摂り
すぎる

・村ではスイカ
を作ってい
る家が多い

●一度にスイ
カ1/4を食べ
る人がいる

●風呂上がり
にアイス

宅配食が便
利

●足がない

○買いに行けな
い人には宅配
が便利

○宅配食が増
えたので高齢
者に便利

○宅配だと調理
キットがある

○調理キットは
量が少ない

レシピづくり
◇健康食レシピを作る
◇レシピの味を村民
にインプットする

◇冷蔵庫の中にある
もので簡単に作れ
るものがいい
◇ひとつの鍋で時短
で何通りでも作れ
るものがいい

食べすぎ
●壮年期の女
性で食べ過
ぎが多い

・空腹感で起
床したい

◇夕食を腹八
分目にする
よう啓発す
る

栄養バラ
ンス

●栄養バラ
ンスが取
れていない

調味料
◇調味料の
使い方を
知らせる

◇調味料の
使用量の
見える化を
する
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（２）おとな部会（青年期、壮年期、高齢期） 

        タイトル「健康意識の改善は健康な食生活から」 

青年期、壮年期、高齢期の健康課題を分析し、健康づくりの方向性を議論しまし

た。その結果、「運動」の問題、「食生活」の問題が大きいと結論づけられました。

特に「食生活」の問題は多岐にわたることが指摘されました。その背景として、「健

康意識」の問題があり、「高齢者の問題」もあることが指摘されました。課題分析の

結果、おとな部会の健康づくりの方向性として「健康意識の改善は健康な食生活か

ら」とのタイトルがつけられました。 

① 「運動」について 

運動に関しては、「運動しない人が多い」ことから、「日常的な運動をする」、公

園の「健康器具を活用する」、「家でできる体操を普及する」などの対策が必要と

いう意見が出ました。また、声をかけ合って運動を推進するため「運動仲間が必

要」というと意見もありました。「ラジオ体操の普及を図る」、「男性の参加を図

る」、「施設改善を図る」、「運動施設が必要」などの意見もありました。 

② 「食生活」について 

食生活に関しては、「食の意識が低い」、「栄養バランスが取れていない」、「添加

物を気にしない」、「朝ごはんの欠食が多い」、「サプリが多い」、「食事時間が不規

則」、「おやつが多い」、「食べすぎ」、「少食の人がいる」など様々な課題が挙げら

れました。また「梅干しは塩分が高い」が気にしていない、「塩分摂取が多い」こ

とから、日常的に摂取している食事の「塩分量を知らせる」ことが必要と言う意

見がありました。「野菜を摂る」、「たんぱく質を摂る」、「調味料の使い方を啓発」

することも大事という意見が出ました。「食の情報の偏り」があり、食事の「糖分

量を知らせる」ことも重要という意見が出ました。一方、食材を買ってきても「食

材の量が多すぎ」て使いきれない、清川村にはスーパーがなく「生鮮食材が入手

しにくい」課題もあるが、食材キットを宅配してくれる「宅配食が便利」という

意見も挙がりました。特に高齢者が「外食できる場」を増やす、「みんなと食べる」

機会も必要。健康な食事の「レシピづくりをする」、「イベントに合わせて啓発す

る」などの改善策も挙げられました。 

また、行政に頼らず「自立した事業」を目指すべきと言う意見も挙がりました。 

③ 「健康意識」について 

「健康意識が低い」ことから、「健診を受けない人が多い」、「喫煙する人が多

い」、「飲酒が習慣の人が多い」、「飲酒量が増えている」などの問題があると指摘

されました。そこで、「病気体験を知らせる」ことにより、健康の大切さを啓発す

る、「若者への健康教育を図る」、「健康情報を提供する」などの対策が必要と議論

されました。また、健康意識の低下が「運動」の問題、「食生活」の問題と連関し

ているという意見が出ました。 
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④ 「高齢者の問題」について 

清川村では「高齢者が多い」という状況があり、ひとり暮らしも多いことから

「会話がない」ことが課題として挙げられました。高齢者は「他者の意見を受け

入れにくい人がいる」、「スマホが使えない人が多い」、「閉じこもりの人が多い」

などの状況があることから、積極的に「外出する機会を増やす」ことが必要と議

論されました。また、高齢者の問題は、「健康意識」の問題、「食生活」の問題に

影響しているという意見が出ました。 
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３ 課題解決策の優先順位づけ 

（１）こども部会（乳幼児期、学童期、思春期） 

こども部会においては、既存事業「1-1 カンタン手作りおやつのすすめ」、

「1-2 家族みんなで楽しい食習慣作り」、「2-1 運動習慣をつけていこう」に加

え、部会で挙がった「せせらぎ館開放日をつくる」、「年間通じての農業体験」、

「親子で学ぶスマホ・タブレット使い方教室」、「塩分を知ろう」、「夏野菜を使っ

たレシピコンテスト」、「キャンプ飯」、「防災訓練メニューで運動会」、「民間協定

の活用」、「依存体験者講演」の 12 事業が検討されました。 

検討の結果、1 位は新規事業「塩分を知ろう(知らず知らずのうちに摂ってい

る塩分について可視化し、幼少期から減塩に取り組む)例：カップ麺の塩分掲

示、ポテトチップスの一日塩分量」となりました。2 位は既存事業「1-1 カン

タン手作りおやつのすすめ」が挙げられました。 

 

（２）おとな部会（青年期、壮年期、高齢期） 

おとな部会においては、既存事業「3-1 男の健康づくり」、「3-2 健康情報

発信！」、「3-3 ウォーキングで全国制覇！！目指せ 30 万歩！！ウォーキング

など」、「3-4 歯周病予防の促進(あなたの歯を失わないために)」、「4-1 幸齢社

会への入門講座(高齢者入門の日の設定(第 2 の成人式))」に加え、部会で挙がっ

た「健康器具や使い方の周知(PR)」」、「体力測定会の実施(男性向け)」、「ラジオ

体操の普及」、「家でできる運動の普及」、「減塩の普及」、「野菜摂取の勧奨」、「朝

食摂取の勧奨」、「飲酒に対する健康教育」、「未病センターの普及と活用の勧

奨」、「野菜摂取の促進」の計 15 事業が検討されました。 

検討の結果、1 位は新規事業「ラジオ体操の普及(生涯学習とタイアップ・サ

ロン等で普及)」となりました。2 位はいずれも新規事業「朝食摂取の勧奨」、

「飲酒に対する健康教育」、「野菜摂取の促進」の 3 事業が同率でしたが、部会

での協議によりコスト面で優位な「野菜摂取の促進(清川村の旬の野菜を使った

レシピを普及する)」となりました。 
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人
口
全
体
へ
の
効
果
が

見
込
ま
れ
る

◎
5

短
期
に
巨
額
な
医
療
費
低
減
効

果
が
見
込
ま
れ
る

○
4

殆
ど
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
○

4
多
少
の
配
置
換
え
で
行
え
そ
う

○
4

自
部
課
内
の
調
整
で
済

む
○

4
対
象
者
集
団
の
殆
ど
へ

の
効
果
が
見
込
ま
れ
る

○
4

短
期
に
一
定
程
度
の
医
療
費
低

減
効
果
が
見
込
ま
れ
る

△
3

現
予
算
の
調
整
で
可
能

△
3

部
門
全
体
で
体
制
・
人
員
配
置
を

行
え
ば
実
施
可
能

△
3

役
所
内
の
調
整
で
済
む

△
3

一
定
程
度
の
数
へ
の
効

果
が
見
込
ま
れ
る

△
3

長
い
目
で
見
れ
ば
医
療
費
低
減

効
果
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る

▲
2

予
算
要
求
す
れ
ば
通
り

そ
う

▲
2

新
た
な
体
制
・
人
員
配
置
が
必
要

▲
2

他
機
関
と
の
調
整
が
必

要
▲

2
あ
ま
り
効
果
が
な
い

▲
2

長
い
目
で
見
れ
ば
効
果
が
あ
り

そ
う

●
1

巨
額
な
費
用
が
か
か
り

困
難

●
1

新
た
な
体
制
・
人
員
で
も
困
難

●
1

他
機
関
に
権
限
が
あ
り

調
整
困
難

●
1

効
果
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な

い
●

1
医
療
費
低
減
に
寄
与
す
る
か
わ

か
ら
な
い

医
療

費
低

減
効

果

評
価

項
目

健
康

増
進

効
果

利
害

関
係

者
の

調
整

容
易

性
施

策
の

実
施

容
易

性
コ

ス
ト
面

施
策
の
効
果
と
し
て
、
病
気
に
な
る
人
が
減
っ
て

医
療
費
が
低
減
し
そ
う
か
ど
う
か
評
価
す
る

施
策
を
実
施
す
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
費

用
が
か
か
り
そ
う
か
を
評
価
す
る

施
策
を
実
施
す
る
の
に
ど
の
く
ら
い
人
手
が
か
か
り

そ
う
か
、
今
の
体
制
で
で
き
そ
う
か
評
価
す
る

施
策
の
実
施
に
、
関
係
者
の
承
諾
や
調

整
が
必
要
か
ど
う
か
評
価
す
る

施
策
を
実
施
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
健
康
増

進
に
役
立
ち
そ
う
か
評
価
す
る

改
善

方
策

優
先

順
位

づ
け

シ
ー

ト
（
こ

ど
も

部
会

）

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

点
数

優
先

順
位

1
1
-
1
 カ

ン
タ

ン
手

作
り

お
や

つ
の

す
す

め
(手
作
り
お
や
つ
試
食
会
の

開
催
・
レ
シ
ピ
配
布
・
親
子
食
育
講
座
の
開
催
・
食
育
講
話
の
開
催
)	

△
3

◎
5

〇
4

△
3

▲
2

1
7

２
位

2
1
-
2
 家

族
み

ん
な

で
楽

し
い

食
習

慣
作

り
(ラ
ジ
オ
放
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充

実
と
ち
ら
し
の
配
架
)

△
3

◎
5

▲
2

●
1

●
1

1
2

9
位

3
2
-
1
 運

動
習

慣
を

つ
け

て
い

こ
う
(ラ
ジ
オ
体
操
を
広
め
る
・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
開
催
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
情
報
発
信
)

△
3

◎
5

△
3

△
3

▲
2

1
6

３
位

4
せ

せ
ら

ぎ
館

開
放

日
を

つ
く
る
(運
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
)

▲
2

▲
2

△
3

〇
4

▲
2

1
3

7
位

5
年

間
通

じ
て

の
農

業
体

験
●

1
●

1
2

1
2
位

6
親

子
で

学
ぶ

ス
マ

ホ
・
タ

ブ
レ

ッ
ト
使

い
方

教
室

▲
2

▲
2

▲
2

●
1

●
1

8
1
0
位

7
塩

分
を

知
ろ

う
(知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
摂
っ
て
い
る
塩
分
に
つ
い
て

可
視
化
し
、
幼
少
期
か
ら
減
塩
に
取
り
組
む
)例
：カ
ッ
プ
麺
の
塩
分
掲
示
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
一
日
塩
分
量

△
3

◎
5

◎
5

〇
4

△
3

2
0

１
位

8
夏

野
菜

を
使

っ
た

レ
シ

ピ
コ

ン
テ

ス
ト

▲
2

◎
5

△
3

△
3

▲
2

1
5

４
位

9
キ

ャ
ン

プ
飯
(非
常
食
兼
ね
て
)

▲
2

▲
2

▲
2

●
1

●
1

8
1
0
位

1
0

防
災

訓
練

メ
ニ

ュ
ー

で
運

動
会
(地
域
の
)例
：毛
布
を
用
い
た
担
架
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

▲
2

△
3

△
3

△
3

▲
2

1
3

7
位

1
1

民
間

協
定

の
活

用
(例
：ネ
ッ
ト
の
使
い
方
・
動
画
配
信
す
る
)

〇
4

△
3

▲
2

△
3

▲
2

1
4

5
位

1
2

依
存

体
験

者
講

演
(タ
バ
コ
・
薬
物
・ギ
ャ
ン
ブ
ル
・ネ
ッ
ト
)

▲
2

◎
5

▲
2

△
3

▲
2

1
4

5
位

N
o
.

改
善

方
策

・
施

策

評
価

項
目

総
合

評
価

コ
ス

ト
面

施
策

の
実

施
容

易
性

利
害

関
係

者
の

調
整

容
易

性
健

康
増

進
効

果
医

療
費

低
減

効
果
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改
善

方
策

優
先

順
位

づ
け

シ
ー

ト
（
お

と
な

部
会

）

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

評
価

点
数

点
数

優
先

順
位

1
3
-
1
 男

の
健

康
づ

く
り
(出
前
健
康
講
座
の
開
催
・
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
男
性
の

体
験
発
表
の
開
催
)

◎
5

◎
5

▲
2

●
1

▲
2

1
5

6
位

2
3
-
2
 健

康
情

報
発

信
！
(メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
活
用
、
生
涯
学
習
ブ
ッ
ク
の

配
布
・
紹
介
、
緑
こ
と
ぶ
き
連
合
会
会
合
へ
の
参
加
)

〇
4

△
3

△
3

△
3

▲
2

1
5

6
位

3
3
-
3
 ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

全
国

制
覇

！
！

目
指

せ
3
0
万

歩
！

！
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
な

ど
(ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
の
開
催
以
外
に
歩
く
こ
と
を
意
識
し
た
取
り
組
み
の
実
施
、
神
奈
川
県
の
「
未
病
」
の
取

り
組
み
の
紹
介
・
協
力
、
未
病
セ
ン
タ
ー
の
活
用
)

△
3

▲
2

△
3

△
3

△
3

1
4

1
0
位

4
3
-
4
 歯

周
病

予
防

の
促

進
(
あ

な
た

の
歯

を
失

わ
な

い
た

め
に

)
(オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
健
口

推
進
員
を
中
心
歯
の
健
康
推
進
、
地
域
活
動
の
場
で
の
啓
発
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
)

〇
4

▲
2

▲
2

△
3

△
3

1
4

1
0
位

5
4
-
1
 幸

齢
社

会
へ

の
入

門
講

座
(
高

齢
者

入
門

の
日

の
設

定
(
第

2
の

成
人

式
)
)
(実
行

委
員
を
中
心
と
し
た
、
企
画
・
立
案
を
し
、
幸
齢
期
入
門
健
康
講
座
を
開
催
す
る
)

△
3

△
3

▲
2

△
3

△
3

1
4

1
0
位

6
健

康
器

具
や

使
い

方
の

周
知

(
P
R
)
　
　
(広
報
1
面
で
周
知
す
る
、
せ
せ
ら
ぎ
館
モ
ニ
タ
ー
・

煤
ケ
谷
診
療
所
・
道
の
駅
で
周
知
【
器
具
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
】
)

▲
2

△
3

△
3

△
3

△
3

1
4

1
0
位

7
体

力
測

定
会

の
実

施
(
男

性
向

け
)
(出
前
で
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ
て
測
定
会
を
実
施

す
る
)

◎
5

△
3

▲
2

△
3

▲
2

1
5

6
位

8
ラ

ジ
オ

体
操

の
普

及
(生
涯
学
習
と
タ
イ
ア
ッ
プ
・
サ
ロ
ン
等
で
普
及
)

◎
5

〇
4

△
3

△
3

△
3

1
8

1
位

9
家

で
で

き
る

運
動

の
普

及
(公
報
の
折
り
込
み
で
全
戸
配
布
)

▲
2

△
3

▲
2

△
3

▲
2

1
2

1
5
位

1
0

減
塩

の
普

及
(い
つ
で
も
塩
分
測
れ
る
)

▲
2

△
3

◎
5

△
3

△
3

1
6

5
位

1
1

野
菜

摂
取

の
勧

奨
(道
の
駅
の
野
菜
コ
ー
ナ
ー
に
旬
の
野
菜
レ
シ
ピ
を
置
く
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
の
レ
ン
タ
ル
)

▲
2

〇
4

▲
2

△
3

△
3

1
4

1
0
位

1
2

朝
食

摂
取

の
勧

奨
(広
報
や
ク
リ
エ
イ
ト
に
簡
単
レ
シ
ピ
を
配
布
・
配
架
、
大
人
向
け
に
食

べ
や
す
い
朝
食
)

〇
4

◎
5

▲
2

△
3

△
3

1
7

2
位

1
3

飲
酒

に
対

す
る

健
康

教
育
(健
診
時
の
待
機
時
間
に
動
画
を
流
す
)

〇
4

◎
5

▲
2

△
3

△
3

1
7

2
位

1
4

未
病

セ
ン

タ
ー

の
普

及
と

活
用

の
勧

奨
(村
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
周
知
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
未
病

セ
ン
タ
ー
月
間
)

▲
2

△
3

〇
4

△
3

△
3

1
5

6
位

1
5

野
菜

摂
取

の
促

進
(清
川
村
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
普
及
す

る
)

◎
5

◎
5

▲
2

△
3

▲
2

1
7

2
位

N
o
.

医
療

費
低

減
効

果

総
合

評
価

評
価

項
目

改
善

方
策

・
施

策
施

策
の

実
施

容
易

性
コ

ス
ト
面

利
害

関
係

者
の

調
整

容
易

性
健

康
増

進
効

果


